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広
報
部
会
の
役
割
は
、
埼
玉

県
民
児
協
の
会
員
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
に
必
要
な
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
と
、
埼
玉
県

民
児
協
に
関
す
る
情
報
を
外
部

の
関
係
機
関
な
ど
に
広
く
発
信

し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

 ��¿�C
æ�q�w	��s�Æ�ˆ�-�h
①� 

「
埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り
」

の
発
行

　

定
期
的
に
年
４
回
、
会
員
に

お
届
け
で
き
る
媒
体
と
し
て
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に

必
要
な
情
報
や
、
埼
玉
県
民
児

協
と
各
市
町
村
民
児
協
（
単
位

民
児
協
）
の
活
動
状
況
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
９
月
５
日
に
埼
玉

県
民
生
委
員
大
会
が
コ
ロ
ナ
前

　

主
任
児
童
委
員
部
会
は
、
今

期
も
引
き
続
き
、①
認
知
度
ア
ッ

プ
②
不
登
校
③
児
童
虐
待
④
貧

困
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
４
つ

の
分
科
会
を
設
置
し
、
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
斉
改
選
に
よ
り
部
会
の
メ

ン
バ
ー
も
変
わ
り
ま
し
た
。
分

科
会
の
テ
ー
マ
は
同
じ
で
す
が
、

ま
た
新
た
な
風
が
吹
き
、
様
々

な
気
づ
き
や
発
見
が
あ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
や
保

護
者
の
方
々
の
笑
顔
の
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
の
成
果
を

持
ち
寄
り
、
62
市
町
村
で
情
報

を
共
有
し
、
各
委
員
が
お
互
い

に
協
力
し
合
っ
て
笑
顔
で
活
動

で
き
る
よ
う
、
部
会
全
体
で
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の
規
模
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
特
集
号
を
発
行
し
ま
す
。

②� 

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
見
直
し

　

情
報
提
供
の
高
速
化
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
は
必
要
不
可

欠
で
す
。

　

昨
年
度
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の

Ｓ
Ｓ
Ｌ
化
（Secure Socket 

Layer

）
に
よ
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
化
を
図
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
今
後
の
方
向
性
（
会
員
と

の
双
方
向
で
の
情
報
交
換
な
ど
）

を
見
極
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

全
体
的
に
見
直
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

③� 

Ｆ
Ｍ
放
送
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
広

く
県
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
昨
年
に
続
き
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
（
５
月
12
日
）

に
「
支
え
合
い
た
い
、
地
域
と

と
も
に
」を
県
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
送
局
11
局
か
ら
放
送
し
ま
し

た
。

④� 

活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用

　

昨
年
度
に
作
成
し
ま
し
た
活

動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
有
効
活
用

を
推
進
す
る
た
め
、
活
用
例
な

ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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本
年
４
月
よ
り
こ
ど
も
家
庭

庁
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ど

も
が
ま
ん
な
か
の
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
が
使
命
と
の
こ
と
で

す
。

　

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
子
育
て

に
し
て
も
子
ど
も
た
ち
の
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て

い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
前

期
よ
り
新
た
に
主
任
児
童
委
員

部
会
が
62
市
町
村
の
代
表
に

よ
っ
て
立
ち
上
が
り
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

一
斉
改
選
後
、新
た
な
メ
ン
バ
ー

と
な
り
ま
し
た
が
前
期
に
引
き

続
き
４
分
科
会
で
活
動
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
環
境

が
変
わ
っ
て
い
く
な
か
で
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
の
違
い

が
あ
り
ま
す
が
、
各
委
員
さ
ん

の
思
い
が
届
く
よ
う
に
地
域
で

の
活
動
の
情
報
交
換
や
研
修
を

重
ね
全
て
の
人
々
が
少
し
で
も

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
に
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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令和5年度令和5年度「民生委員・児童委員の日 活動強化週間」活動報告「民生委員・児童委員の日 活動強化週間」活動報告
　毎年5月12日は民生委員・児童委員の日です。また12日からの一週間を活動強化週間として、民生　毎年5月12日は民生委員・児童委員の日です。また12日からの一週間を活動強化週間として、民生
委員・児童委員の存在や活動を周知するための取り組みを強化する期間とされています。委員・児童委員の存在や活動を周知するための取り組みを強化する期間とされています。
　全国的にPR活動を一斉に展開することでさらなる理解を得ることをめざします。理解を深めていた　全国的にPR活動を一斉に展開することでさらなる理解を得ることをめざします。理解を深めていた
だくことで日頃の委員活動を円滑に進めること等を目的としています。だくことで日頃の委員活動を円滑に進めること等を目的としています。
　ここでは、県内の取り組み状況調査について報告いたします。今後のPR活動の参考としていただけ　ここでは、県内の取り組み状況調査について報告いたします。今後のPR活動の参考としていただけ
れば幸いです。れば幸いです。

１　

市
町
村
民
児
協
の
取
り
組
み

（
１
）�

活
動
強
化
週
間
に
Ｐ
Ｒ
活
動
の
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
た
か
。

（
２
）�

具
体
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
の
内
容

（
４
）�

課
題

（
３
）�

協
力
の
あ
っ
た
関
係
機
関・団
体

①�　
ポ
ス
タ
ー
や
懸
垂
幕・の
ぼ
り
旗
等
の
掲
示
（
７
）

②�　

地
域
住
民
に
Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド
や
チ
ラ
シ
、
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
啓
発
資
料
を
配
布
（
21
）

③�　
自
治
体
広
報
誌
に
民
生
委
員
活
動
を
掲
載
（
35
）

④�　
民
児
協
独
自
の
広
報
誌
又
は
チ
ラ
シ
を
配
布
（
10
）

⑤�　
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
で
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
を
放
送（
１
）

⑥�　
公
共
の
場
で
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
（
１
）

⑦�　
特
定
の
条
件
に
あ
る
世
帯
へ
の
一
斉
訪
問
活
動
を

実
施
（
５
）

⑧�　
地
域
実
態
調
査
活
動
を
実
施
（
４
）

⑨�　
市
町
村
内
に
お
い
て
パ
レ
ー
ド
の
実
施
（
３
）

⑩�　
学
校
を
対
象
と
し
た
あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施（
５
）

そ
の
他
（
５
）
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
放
送
、
市
役

所
内
電
子
モ
ニ
タ
ー
表
示
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
掲
載
、
区

長
と
の
情
報
交
換
会�

等

①�　
次
世
代
を
担
う
若
年
層
を
掘
り
起
こ
す

よ
う
な
啓
発
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
大
切

②�　
就
労
し
て
い
る
委
員
も
多
く
、
一
斉
に

取
り
組
む
こ
と
が
難
し
い

③�　
幅
広
い
関
係
者
と
の
連
携
が
必
要

�

等

①　
行
政
（
24
）

②　
社
会
福
祉
協
議
会
（
６
）

③　
町
内
会
（
４
）

④　
地
元
の
小
学
校
（
４
）

⑤　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（
１
）

⑥　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
１
）

《
取
り
組
ま
な
か
っ
た
理
由
》

・�

他
の
事
業
と
重
な
り
特

別
な
取
り
組
み
は
で
き

な
か
っ
た
。

・�

別
の
時
期
に
活
動
強
化

月
間
を
設
け
て
い
る
。

・�

通
年
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
い
る
。�

等

◆
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
や
活
動
内
容
等
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

ポケットティッシュ（吉川市）マスク（加須市）

横断幕（三郷市）

広報誌（鳩山町）＜巻頭カラー＞

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
（
狭
山
市
）

民児協だより（東松山市）＜市長との対談記事＞

PRチラシ配布
（本庄市）

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
（
桶
川
市
）

懸
垂
幕
（
毛
呂
山
町
）

取り組んだ
52か所

取り組まなかった
10か所
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令和4年令和4年　　一 斉 改 選 の 状 況 報 告一 斉 改 選 の 状 況 報 告

３　

全
民
児
連
の
取
り
組
み

２　

県
民
児
協
の
取
り
組
み

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
理
解
促
進
の
た
め
の

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
Ｐ
Ｒ
動
画
及
び
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
し
、
Ｊ
Ｒ
駅
を
中
心
と
し
た
主
要
駅
に
Ｐ
Ｒ
動
画
の

放
映
ま
た
は
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
し
ま
し
た
。

◆
動
画
や
ポ
ス
タ
ー
は
全
民
児
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
中
（
動
画
はYouTube

で
も
公
開
中
）

（
１
）
広
報
誌
掲
載

　
「
彩
の
国
だ
よ
り
（
５
月
号
）」
に
Ｐ
Ｒ
記
事
掲
載

（
２
）
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

①�　
Ｆ
Ｍ 

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
「
あ
さ
★
た
ま
」

②�　
県
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送 

局
11

局
か
ら
Ｐ
Ｒ
放
送

彩の国だより５月号
掲載記事

ラジオ収録の様子JR大宮駅

令和4年12月の一斉改選の委嘱状況をお伝えします。
定数：9,652人　委嘱数：8,777人（充足率：91％）

（1）新任・再任別

（4）年齢別

（2）民生委員・主任児童委員別

（3）男女別

新任
2,951人
（33.6％）

再任
5,826人
（66.4％）

民生委員・児童委員
8,114人
（92.4％）

主任児童委員
663人
（7.6％）

男性
2,806人
（32.0％）

女性
5,971人
（68.0％）

30代 29人
（0.3％）

40代 341人
（3.9％）

50代
1,228人
（14.0％）

新任委員
72,070人
（32.0％）

再任委員
153,286人
（68.0％）

60代
3,716人
（42.3％）

70代
3,463人
（39.5％）

≪参考：全国の一斉改選結果≫

定　数：240,547人
委嘱数：225,356人

【厚生労働省プレスリリース
　　　　　　（令和5年1月13日）より】

【令和4年12月1日現在  埼玉県福祉部社会福祉課及び県内中核市より（さいたま市除く）】

新任・再任別の委嘱者数

充足率　93.7％
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志
木
市
民
児
協
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ

の
弱
ま
り
に
合
わ
せ
、「
自
宅
に
こ
も
り

が
ち
」
の
気
持
か
ら
の
脱
却
を
図
る
べ

く
、
５
月
14
日
（
日
）
に
「
子
ど
も
ま

つ
り
」（
会
場
：
志
木
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中

央
公
園
）
へ
の
参
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
ま
つ
り
」
へ
の
参
加
実
施

当
日
は
、
主
任
児
童
委
員
（
今
期
か
ら

１
名
増
員
の
７
名
）
各
員
所
属
団
体
の

特
徴
を
活
か
し
つ
つ
、
会
場
の
一
角
に

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
。
同
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
折
紙
遊

び
（
紙
鉄
砲
）
と
ワ
ニ
ワ
ニ
パ
ニ
ッ
ク

（
モ
グ
ラ
叩
き
変
形
）
に
よ
り
、
子
ど
も

さ
ん
や
ご
家
族
の
皆
さ
ん
に
楽
し
く
遊

ん
で
い
た
だ
き
な
が
ら
、
併
せ
て
一
緒

に
遊
ぶ
我
々
民
生
委
員
・
児
童
委
員
・

主
任
児
童
委
員
の
Ｐ
Ｒ
も
理
解
し
て
も

ら
う
よ
う
努
め
ま
し
た
。

結
果
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
強
化
週
間
の
ア

ピ
ー
ル
も
で
き
、
且
つ
、

一
斉
改
選
後
の
新
人
委
員

の
地
域
へ
の
溶
け
込
み
に

も
役
立
っ
た
点
、
一
石
三

鳥
？
の
企
画
に
な
っ
た
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
微
妙
な
天
気
に
も
拘
わ
ら

ず
、
香
川
市
長
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
子
ど
も
さ
ん
皆
さ
ん
と
も
一
緒
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

�

（
恩
田　
文
秋
）

　

密
閉
・
密
集
・
密
接
の
い
わ
ゆ
る
３

密
、
マ
ス
ク
着
用
・
手
洗
い
の
徹
底
な

ど
叫
ば
れ
て
か
ら
３
年
あ
ま
り
が
経
過

し
ま
し
た
。

　

３
年
前
、
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
活
動
は
３
密
を
避
け
る
た
め
、

地
域
の
見
守
り
活
動
は
、
対
面
訪
問
を

休
止
、
電
話
や
手
紙
に
よ
る
ポ
ス
ト
へ

の
投
函
、
交
流
の
場
で
あ
る
サ
ロ
ン
な
ど

安
心
し
て
取
り
組
め
る
活
動
に
向
け
て

各
種
事
業
も
縮
小
や
中
止
、
定
例
会
は

書
類
の
授
受
の
み
に
と
ど
め
、
全
て
の

活
動
に
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
に
入
り
、
電
車
内
で
の
マ

ス
ク
着
用
も
緩
和
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
時

の
声
出
し
応
援
が
解
禁
と
な
る
な
ど

徐
々
に
平
時
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

市
民
児
協
と
し
て
は
、
マ
ス
ク
着
用

で
の
対
面
に
よ
る
訪
問
活
動
再
開
、
定

例
会
も
通
常
の
会
議
形
式
に
、
ま
た
バ

ス
を
利
用
し
た
視
察
研
修
も
、
受
入
先

の
了
承
の
う
え
復
活
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

地
区
の
協
議
会
で
は
、
自
治
会
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
と
協
力
に
よ
り
10
数
年
続
け

て
い
る
地
域
の
子
ど
も
夏
祭
り
も
出
し

物
の
見
直
し
検
討
を
行
い
再
開
の
方
向

で
準
備
会
を
発
足
し
ま
し
た
。
食
中
毒

や
感
染
症
予
防
の
た
め
、
祭
り
の
定
番

で
あ
る
焼
き
そ
ば
、
か
き
氷
な
ど
現
場

で
調
理
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
見
直
し
、
駄

コ
ロ
ナ
後

コ
ロ
ナ
後
のの

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
あ
り
方

あ
り
方

　
連
休
明
け
の
５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
、
２
類
か

ら
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ

の
移
行
期
に
お
け
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
に
つ
い
て
、
４
市
町
村
民
児
協
会
長
か

ら
、
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

志
木
市

志
木
市

蓮
田
市

蓮
田
市
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菓
子
屋
、
め
ん
こ
、
竹
と
ん
ぼ
な
ど
昔

遊
び
を
取
り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
中
心

に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、
従
来
の
活
動
が
安
心

し
て
取
り
組
め
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

�
（
木
村　
　
久
）

　

皆
野
町
民
児
協
で
は
、
コ
ロ
ナ
流
行

前
は
学
校
行
事
や
町
の
お
祭
り
、
研
修

新
し
い
生
活
様
式
へ
の
対
応

等
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
制
限
さ
れ
で
き
な
く
な
り
、

委
員
同
士
の
交
流
も
少
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
る
影
響
は
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
同
士
の
関
係
の
希
薄
化

に
つ
な
が
り
、
活
動
の
中
で
の
疑
問
等
、

他
の
委
員
に
聞
く
頻
度
が
少
な
く
な
り
、

普
段
の
委
員
活
動
の
中
で
わ
だ
か
ま
り

を
も
っ
て
活
動
す
る
委
員
も
少
な
く
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
３
年
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
改

め
て
痛
感
し
た
３
年
で
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割
に
、

「
つ
な
ぐ
」と
い
っ
た
役
割
が
あ
り
ま
す
。

支
援
が
必
要
な
人
を
支
援
機
関
に
つ
な

ぐ
、
人
と
人
と
の
関
係
を
取
り
持
ち
つ

な
ぐ
等
、
ひ
と
こ
と
で
「
つ
な
ぐ
」
と

言
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
委
員
同
士

が
つ
な
が
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
の
知
識
や
親

睦
を
深
め
た
り
、
町
イ
ベ
ン
ト
へ
民
児

協
と
し
て
積
極
的
な
参
加
が
必
要
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

気
軽
に
相
談
し
あ
え
る
仲
で
の
関
係

性
の
構
築
、
し
い
て
は
充
実
し
た
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
に
つ
な
げ
て

い
く
と
い
っ
た
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
直
近
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
状
況
は
、
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
る
と

大
き
く
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
下
げ

止
ま
り
の
横
ば
い
状
況
で
、
残
念
な
が

ら
亡
く
な
る
方
も
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る

方
と
の
接
点
が
多
く
、
感
染
者
数
が
減

少
し
た
と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
あ
り
方
は
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
い
、
交
流
や
つ
な
が
り
を
保
ち
つ

つ
、
感
染
症
対
策
等
に
も
配
慮
し
な
が

ら
の
活
動
、
い
わ
ゆ
る
新
し
い
生
活
様

式
に
対
応
し
た
活
動
、
そ
の
両
方
を
率

先
し
て
実
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
宮
前　
浩
之
）

　

東
秩
父
村
民
児
協
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
制

コ
ロ
ナ
後
の
民
生
委
員
活
動

約
を
受
け
つ
つ
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
コ
ロ
ナ
前
に
比
べ
る
と
委
員
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
明
ら
か

に
少
な
く
な
り
、
新
任
委
員
へ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
継
承
が
課
題
と
し
て
残
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
政
府
方
針
を
受
け
て
、
本
民

児
協
で
は
「
コ
ロ
ナ
後
の
民
生
委
員
活

動
」
と
し
て
、
委
員
同
士
の
交
流
の
機

会
を
創
出
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
以
前

の
取
り
組
み
を
再
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。
具
体
的
に
は
、
年
一
回
委
員
が
輪

番
で
幹
事
を
務
め
て
食
事
会
や
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
を
催
し
ま
す
。
ま
た
、
６
月

に
は
一
泊
二
日
で
県
外
研
修
旅
行
を
企

画
し
て
お
り
、
日
頃
あ
ま
り
関
わ
り
の

な
い
委
員
同
士
の
親
睦
が
深
ま
る
こ
と

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
定
例
会
で
は
顔
を
合
わ
せ
る

も
の
の
、
特
に
新
任
委
員
に
と
っ
て
会

議
の
場
で
発
言
す
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
も
の
で
す
。
日
頃
の
活
動
に
つ

い
て
、
悩
み
が
あ
れ
ば
気
軽
に
相
談
で

き
る
よ
う
な
委
員
同
士
の
関
係
を
築
い

て
い
く
こ
と
が
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
活
動
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
地

域
全
体
の
福
祉
向
上
に
資
す
る
も
の
と

考
え
、
今
年
度
の
目
標
と
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。�

（
鈴
木　
洋
三
）

皆
野
町

皆
野
町

東
秩
父
村

東
秩
父
村

秩父音頭まつり　流し踊りコンクール参加の様子
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Ⅰ　
実
施
事
業

《
生
活
相
談
等
活
動
推
進
事
業
》

１　
福
祉
相
談
推
進
事
業

（
１
）�　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
説
明
会
の

実
施
（
県
社
協
と
共
催
）

（
２
）　
民
生
委
員
実
費
弁
償
費
の
交
付

（
３
）�　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
よ
る
交
通

事
故
防
止
・
防
犯
等
に
係
る
声
か
け
運

動
へ
の
協
力

（
４
）　
在
宅
福
祉
活
動
の
推
進

（
５
）�　
視
聴
覚
教
材
の
提
供
（
動
画
２
件
）

（
６
）�　
県
社
協
が
実
施
す
る
民
生
委
員
・
児

童
委
員
研
修
へ
の
協
力

２　
リ
ー
ダ
ー
研
修
事
業

　
各
民
児
協
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
役
割
を
果

た
す
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び
主
任
児
童

委
員
を
次
の
研
修
へ
派
遣

（
１
）�　
全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会
（
集

合
型
研
修
）

（
２
）�　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
（
動
画
視
聴
に
よ
る
研
修
）

３�　
埼
玉
県
民
生
委
員・児
童
委
員
大
会
開
催
事
業

（
１
）　
大
会
準
備
委
員
会
の
開
催
（
２
回
）

（
２
）�　
令
和
４
年
９
月
５
日
に
、「
令
和
４

年
度
第
48
回 

埼
玉
県
民
生
委
員
・
児

童
委
員
大
会
」
を
埼
玉
県
と
共
催
で
開

催

　
・�

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
県
知
事
功
労

章
（
２
２
０
名
）

　
・�

優
良
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
表

彰
（
15
地
区
）

　
・�

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
会
長
表
彰
（
16
名
）

《
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会
育
成・指
導
事
業
》

１　
地
区
別
協
議
事
業

（
１
）　
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
民
児
協

　
会
長
連
絡
会
議

　
（
開
催
状
況
）

　
◇
東
部　
６
月
29
日
（
春
日
部
市
）

　
◇
西
部　
７
月
８
日
（
狭
山
市
）

　
◇
南
部　
７
月
11
日
（
川
口
市
）

　
◇
北
部　
７
月
５
日
（
行
田
市
）

　
（
研
修
協
議
テ
ー
マ
）

　
「
地
区
民
児
協
の
運
営
に
つ
い
て
」

　
（
企
画
：
地
区
民
児
協
支
援
部
会
）

２　
民
児
協
育
成
事
業

（
１
）　
指
定
民
児
協
の
活
動
援
助

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
拠
点
で
あ

る
単
位
民
児
協
の
運
営
の
改
善
と
組
織
活
動

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
モ
デ
ル
民
児
協

（
第
25
期
／
２
年
目
）
の
育
成
及
び
助
成
を

行
っ
た
。
県
民
児
協
に
よ
り
２
地
区
、
全
国

互
助
共
励
事
業
と
し
て
、
全
国
社
会
福
祉
協

議
会
の
事
業
に
よ
り
２
地
区
を
指
定

　
◇
指
定
状
況

　

�

第
25
期
指
定
民
児
協
（
令
和
３
年
度
～
４

年
度
）

　
【
東
部
】　
杉
戸
町
民
児
協

　
【
西
部
】　
入
間
市
藤
沢
第
二
地
区
民
児
協

　
【
南
部
】　
川
口
市
鳩
ヶ
谷
第
２
地
区
民
児
協

　
【
北
部
】　
熊
谷
市
第
６
地
区
民
児
協

ア　
活
動
連
絡
会
開
催
（
１
回
）

《
活
動
調
査
研
究
事
業
》

１　
分
野
別
活
動
調
査
研
究
事
業

（
１
）　
研
修
部
会

　
テ
ー
マ
毎
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
事
業

を
実
施

　

�

グ
ル
ー
プ
１
「
リ
モ
ー
ト
の
基
礎
知
識
に

つ
い
て
」

　

�

グ
ル
ー
プ
２
「
親
子
を
取
り
巻
く
諸
問
題

の
実
態
と
解
決
策
に
つ
い
て
」

　

�

グ
ル
ー
プ
３
「
大
学
授
業
へ
の
講
師
派
遣

に
つ
い
て
」

ア　
大
学
授
業
へ
の
講
師
派
遣

　
・�

桜
美
林
大
学（
６
月
２
日
／
11
月
24
日
）

　
・
埼
玉
県
立
大
学
（
７
月
21
日
）

イ�　
子
育
て
支
援
に
関
す
る
研
修
会
（
10
月

４
日
開
催
）

　

�

テ
ー
マ
①
「
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ

と
が
楽
し
い
埼
玉
県
へ
」

　

�

テ
ー
マ
②
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
―
支
援
推
進

協
議
会
に
お
け
る
経
過
報
告
」

　

�

テ
ー
マ
③
「
認
知
症
の
人
の
希
望
を
叶
え

る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」

（
２
）
地
区
民
児
協
支
援
部
会

　
テ
ー
マ
毎
に
企
画
会
議
を
開
催
し
、
次
の

意
見
交
換
会
を
実
施

　

�

テ
ー
マ
①
「
一
斉
改
選
に
つ
い
て
」（
５
月

25
日
開
催
）

　

�

テ
ー
マ
②
「
地
区
民
児
協
の
運
営
に
つ
い

て
」
※
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
開
催
（
東
部
・
６

月
29
日
、
西
部
・
７
月
８
日
、
南
部
・
７

月
11
日
、
北
部
・
７
月
５
日
開
催
）

一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

令
和
４
年
度
「
事
業
報
告
及
び
決
算
」

令
和
４
年
度
「
事
業
報
告
及
び
決
算
」

　

�

テ
ー
マ
③
「
他
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
」

（
８
月
31
日
開
催
）

　

�

テ
ー
マ
④
「
会
長
の
お
悩
み
相
談
に
つ
い

て
」（
９
月
21
日
開
催
）

（
３
）　
広
報
部
会

ア�　
「
埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り
」年
４
回
発
行

　
・
４
月
号
、
２
月
号
（
１
０
，０
０
０
部
）

　
・
７
月
号
（
１
５
，５
０
０
部
）

　
・
10
月
号
（
１
４
，１
０
０
部
）

　
　
※�

７
、
10
月
号
は
一
斉
改
選
に
関
わ
る

方
へ
の
配
布
分
を
増
刷

イ�　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員 

主
任
児
童
委

員
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
発
行
（
１
４
，

０
０
０
部
）

ウ�　
民
生
委
員
・
児
童
委
員 

主
任
児
童
委

員
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
活
用
方
法
に
つ
い

て
の
説
明
会
（
10
月
28
日
開
催
）

エ�　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
Ｐ
Ｒ
活
動

　
・�

５
月
12
日
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

日
」
に
県
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局

11
局
か
ら
Ｐ
Ｒ
放
送

　
・�

県
広
報
誌
お
よ
び
県
政
広
報
ラ
ジ
オ
に

お
い
て
Ｐ
Ｒ

　
・�

市
町
村
広
報
誌
へ
の
Ｐ
Ｒ
記
事
掲
載
依

頼

オ�　
民
生
委
員・児
童
委
員
研
修
資
料「
生
活

福
祉
資
金
貸
付
制
度
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
」
発
行

　

�　
さ
い
た
ま
市
民
児
協
と
協
働
に
よ
り
作

成
（
本
会
発
行
部
数
１
０
，０
０
０
部
）

カ�　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

　　
55
月
に
開
催
さ
れ
た
第

月
に
開
催
さ
れ
た
第
1
7
9

1
7
9
回
理
事
会
及
び

回
理
事
会
及
び

第第
1
6
8

1
6
8
回
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、
令
和

回
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、
令
和
44

年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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（
４
）
主
任
児
童
委
員
部
会

　
課
題
ご
と
に
４
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て

事
業
を
実
施

　
分
科
会
１
「
主
任
児
童
委
員
認
知
度
ア
ッ
プ
」

　
分
科
会
２
「
不
登
校
児
童
」

　
分
科
会
３
「
児
童
虐
待
」

　
分
科
会
４
「
貧
困
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」

ア�　
「
主
任
児
童
委
員
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

～
笑
顔
を
つ
な
ご
う
～
」
発
行
（
１
４
，

０
０
０
部
）

イ�　
「
主
任
児
童
委
員
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

～
笑
顔
を
つ
な
ご
う
～
」
説
明
会
（
11
月

14
日
開
催
）

ウ�　
県
職
員
と
の
意
見
交
換
会
（
11
月
９
日

開
催
）

　

�

テ
ー
マ
①
「
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
つ

い
て
―
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
―
」

　
テ
ー
マ
②
「
児
童
虐
待
の
現
状
と
課
題
」

２　
活
動
調
査
事
業

（
１
）�　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日 

活
動

強
化
週
間
」
取
り
組
み
状
況
調
査
（
実

施
し
た
市
町
村
51
か
所
）

（
２
）�　
県
外
の
情
報
を
把
握
す
る
た
め
民
生

委
員
・
児
童
委
員
及
び
職
員
等
を
派
遣

ア　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

イ　
全
国
社
会
福
祉
大
会

ウ　
東
京
都
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

エ�　
都
道
府
県
・
指
定
都
市
民
児
協
事
務
局

会
議

（
３
）�　
一
斉
改
選
後
、
各
法
定
単
位
民
児
協

会
長
・
副
会
長
及
び
定
数
・
現
員
数
等

の
状
況
を
把
握
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

３　
研
究
協
議
事
業

　
新
た
な
課
題
、
共
通
課
題
等
を
研
究
協
議

す
る
た
め
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
を
派
遣

し
た
。

（
１
）　
民
生
児
童
委
員
・
保
護
司
連
絡
会

ア　
民
生
児
童
委
員
・
保
護
司
連
絡
会

イ�　
民
生
児
童
委
員・保
護
司
連
絡
会
研
修
会

ウ　
事
務
局
打
ち
合
わ
せ

（
２
）�　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員

活
動
研
究
協
議
会

（
３
）�　
全
国
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活

動
研
修
会

《
共
同
募
金
事
業
へ
の
協
力
事
業
》

１�　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び
市
町
村
民

児
協
へ
共
同
募
金
活
動
へ
の
協
力
依
頼
を

行
っ
た
。

２�　
本
会
広
報
誌
に
共
同
募
金
事
業
に
つ
い

て
掲
載
し
、
普
及
・
啓
発
を
図
っ
た
。

３�　
共
同
募
金
事
業
に
係
る
関
係
資
料
等
を

会
議
に
お
い
て
配
布
し
た
。

 
Ⅱ　
そ
の
他
事
業

《
互
助
共
励
事
業
》

１　
互
助
事
業

（
１
）�　
全
国
及
び
本
県
の
互
助
事
業
を
実
施

（
２
）�　
「
個
別
管
理
基
礎
調
査
票
」
の
整
備

を
行
っ
た
。

２　
共
励
事
業

　
県
外
視
察
研
修
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
中
止

《
弔
慰
事
業
》

　
物
故
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対
し
、
弔

慰
を
行
っ
た
（
24
件
）

《
退
職
役
員
等
交
流
事
業
》

　
「
彩
の
国
す
こ
や
か
会
」
に
つ
い
て
は
、
事

業
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

 

Ⅲ　
法
人
運
営

１　
会
務
の
運
営

　
・
正
副
会
長
会
議
（
９
回
）

　
・
理
事
会
（
７
回
）

　
・
評
議
員
会
（
５
回
）

　
・
監
事
会
（
１
回
）

　
・
総
務
特
別
委
員
会
（
３
回
）

　
・�

市
町
村
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

会
長
会
議
（
２
回
）

　
・�

市
町
村
事
務
担
当
者
連
絡
会
議（
1
回
）

２　
民
児
協
会
長
手
帳
の
斡
旋
、
配
布

【
令
和
４
年
度 

埼
玉
県
民
児
協 

決
算
】

　
皆
様
か
ら
お
納
め
い
た
だ
い
た
会
費
を
財

源
と
し
た
会
計
で
す
。
部
会
活
動
や
各
種
会

議
等
、
自
主
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
2
月
1
日
～
3
日
に
、
都
道

府
県
・
指
定
都
市
民
児
協
の
リ
ー
ダ
ー
に

求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て
標
記
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
内
容

 

第
１
日

　
行
政
説
明
・
事
業
説
明
・
人
権
学
習

 

第
２
日

　
講
義
・
演
習
（
グ
ル
ー
プ
討
議
）

　

�

テ
ー
マ
「
市
区
町
村
民
児
協
を
支
え
る

都
道
府
県
・
指
定
都
市
民
児
協
の
役
割

と
単
位
民
児
協
の
運
営
強
化
に
つ
い
て
」

 

第
３
日

　
発
表
・
総
括
・
振
り
返
り

●
本
県
参
加
者
（
1
名
）

　
（
報
告
書
の
一
部
抜
粋
）

�

毛
呂
山
町
民
児
協　
森
澤 

美
智
子 

会
長

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住
民

活
動
の
推
進
役
と
し
て
の
役
割
が
重
要
で

す
。
委
員
活
動
に
つ
い
て
の
研
修
や
、
地

域
住
民
、
行
政
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と

の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
情
報

共
有
が
で
き
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

の
一
助
と
な
る
民
児
協
運
営
に
つ
い
て
再

確
認
が
で
き
ま
し
た
。

　
早
速
、
定
例
会
に
お
い
て
研
修
で
学
ん

だ
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、
民
児
協

運
営
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
4
年
度

全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

（
第
32
回
全
国
民
生
委
員
大
学
）

受
講
報
告

収入の部

支出の部

事業別の事業費支出の割合

合計125,495,828円

合計194,724,695円

（単位：円）

（単位：円）

①基本財産運用益
649

②特定資産運用益
652

③受取会費
84,807,200

民児協育成指導事業
3.2％

退職役員等交流事業
0.7％

活動調査研究事業
8.1％

共募協力事業
1.0％

互助共励事業
72.6％

生活相談等活動推進事業
14.1％弔慰事業

0.3％

②管理費計
18,662,111

①事業費計
176,062,584

④受取補助金等
40,492,100

⑤雑収益
195,227

事業費
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ま
す
。

　
銘
文
の
内
容
は
、「
わ
た
し
の
先
祖
は

代
々
、
杖
刀
人
首（
じ
ょ
う
と
う
じ
ん
の

し
ゅ
：
武
人
の
隊
長
）を
務
め
て
き
た
。

わ
た
し
は
獲
加
多
支
鹵
大
王（
わ
か
た
け

る
お
お
き
み
：
雄
略
天
皇
）に
仕
え
、
天

下
を
治
め
る
の
を
補
佐
し
た
。
そ
こ
で

辛
亥（
し
ん
が
い
）の
年（
４
７
１
）７
月

に
、
こ
れ
ま
で
の
輝
か
し
い
功
績
を
剣

に
刻
ん
で
記
念
と
す
る
。」と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
銘
文
は
、
日
本
古
代
史
を
解
明

す
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
稲
荷
山
古
墳
は
、
５
世

紀
後
半
に
埼さ
き
た
ま玉
古
墳
群
の

中
で
最
初
に
造
ら
れ
た
古

墳
で
す
。

　

１
９
６
８（
昭
和
43
）

年
に
稲
荷
山
古
墳
の
後
円

部
を
発
掘
し
た
と
こ
ろ
、

頂
上
か
ら
２
基
の
埋
葬
施

設
が
発
見
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
金
錯
銘
鉄

剣
を
は
じ
め
、
神
獣
鏡（
し
ん
じ
ゅ
う

き
ょ
う
）、
硬
玉
勾
玉（
こ
う
ぎ
ょ
く
ま

が
た
ま
）、
金
銅
帯
金
具（
こ
ん
ど
う
お

び
か
な
ぐ
）、
工
具
類
、
武
器
類
等
の
副

葬
品
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
副

葬
品
は
、
１
９
８
３（
昭
和
58
）年
に
国

宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
錯
銘
鉄
剣
は
、埋
葬
施
設
の
一
つ
で

あ
る
礫
槨（
れ
き
か
く
）か
ら
出
土
し
ま

し
た
。
全
長
73・
５
cm
、剣
身
に
表
面
57

文
字
、裏
面
58
文
字
の
計
１
１
５
文
字
の

銘
文
が
金き
ん

象ぞ
う

嵌が
ん（
金
錯
）で
刻
ま
れ
て
い

埼玉県の国宝紹介 －埼玉県内の国宝をシリーズで紹介いたします－

武蔵埼玉稲荷山古墳�出土品「金錯銘鉄剣」（きんさくめいてっけん）

埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り 

No.
１
７
3
号

令
和
５
年
6
月
1
日
発
行

︿
発
行
人
﹀
寺
田
治
子　
︿
編
集
人
﹀
志
子
田
健
一

︿
発
行
所
﹀
一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
〒
3
3
0-

0
0
7
5　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
谷
4-

2-

65　

彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

T
E
L 
:
0
4
8
（
8
2
2
）
1
1
9
7　
F
A
X
: 

0
4
8
（
8
2
4
）
6
5
8
6

第1回

今後の予定
6 月

9日 第26期指定民児協連絡会 すこやかプラザ
15日 正副会長会議 すこやかプラザ
23日 研修部会「地域版活動強化方策について研修」すこやかプラザ

7 月

4日 正副会長会議 すこやかプラザ
11日 広報部会（Bチーム） すこやかプラザ
11日 地区民児協支援部会 すこやかプラザ
19日 第180回理事会 すこやかプラザ
19日 県大会準備委員会 すこやかプラザ
25日 第169回評議員会 すこやかプラザ

8 月

17日 正副会長会議 すこやかプラザ
25日 会長・副会長研修 すこやかプラザ

　

一
斉
改
選
も
終
わ
り
、
広

報
部
会
も
新
し
い
顔
ぶ
れ
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
人
で
も
多
く
の
委
員
に

読
ん
で
頂
き
た
く
、
企
画
会

議
で
は
活
発
な
意
見
交
換
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
﹁
民
児
協
だ
よ
り
﹂
で
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
や
ご

要
望
を
是
非
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
藤
野　
美
佐
子
）

編
集
後
記

部
会
長 

志
子
田
健
一

副
部
会
長 

藤
野
美
佐
子

副
部
会
長 

大
島　
幸
雄

部
会
員 

恩
田　
文
秋

部
会
員 

木
村　
　
久

部
会
員 

宮
前　
浩
之

部
会
員 

鈴
木　
洋
三

▼173号は県民児協広報部会
Ａチームで編集、校正しました。

〒330-0075�さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人
埼玉県民生委員・児童委員協議会�広報係宛

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提
出
先

「
埼
玉
県
民
児
協
だ
よ

り
№
１
７
２
」の
記
事
に

関
す
る
お
詫
び
と
訂
正

　

令
和
５
年
２
月
１
日

発
行
の「
埼
玉
県
民
児

協
だ
よ
り
№
１
７
２
」４

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の『
県
民

児
協�

役
員
紹
介
』に
お

い
て
一
部
誤
り
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
、

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、次
の
通

り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

『
県
民
児
協�

役
員
紹
介
』

南
部
ブ
ロ
ッ
ク�

理
事

×
誤

�

桶
川
町　
中
村　
文
雄

〇
正

 

桶
川
市

　
中
村

　
文
雄

埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博

物
館
提
供

ご当地の名物を、行田市民生委員・児童委員連
合会の長島敬二会長に紹介していただきます。

　足袋の生産量で隆盛
を極めた昭和初期、安
くて手軽に食べられ、
腹持ちが良いおやつと
して流行し、地域の食

文化として定着しました。
　数種の野菜に、おからが入っているのが特徴
で、ヘルシーでソースの味と香り、モチモチ食
感が大人気です。名前の由来は、小判形である
ことから「銭」がなまって「ゼリーフライ」と
なったと言われています。

文化庁認定100年フード文化庁認定100年フードのの

「「ゼリーフライゼリーフライ」」!!!!
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